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＜連絡事項＞

· 7/25、9：50～13：00まで青山荘でバルサンを散布予定。青山荘のデイケアメンバーは9：20にデイケアを出発予定との事。7/26は青風荘、7/27青明舎で実施予定。詳細については後日連絡予定。

· 通所リハビリテーションの納涼会の日程が8/25に決定。メンバーに日程を伝える事。参加費は一人300円となっており費用の徴収は8/1～8/10までの期間に行なう。
＜外来情報＞
· 中居　松男　様～青山荘のスタッフ同伴で受診。夏バテしているとの事。退所後は、アパートに居　

住し、訪問看護の利用を考えているとの事。

· 鈴木　恵美子様～気温が高いため、何も掛けずに眠っているとの事。7/27定期採血を実施予定。

· 長瀬　紘一郎様～咽頭痛の訴えがあったが、発熱ない為、経過観察とする。
· 奥山　以依子様～市役所に手続きに行く事について不安を訴えていたとの事。就床前薬が引き続き　
処方される。

· 柳町　信之様～排便時に痛みがあり、肛門科から処方された薬を服用中。痛みが・継続するような

ら次回受診時に相談するよう促す。　　　　　　

· 佐藤　朗子様～風邪症状は軽減しているが、まだ鼻声があり金田耳鼻科受診にて蓄膿症との説明あ
ったとの事。点鼻薬処方となっている。
＜利用者様情報＞

· 北嶋　　剛様～本人から電話あり。現在通院している田名部整形外科のＤｒに相談しにくいと　　

の理由から通院先を吉野整形外科に変更したとの事。吉野Dｒから左膝が腫れていると言われており、明日、検査の為、デイケアは欠席するとの事。

· 鈴木　茂子様～今月に入り2週間以上デイケアを欠席しており、本日面談している。本人よりデイ　　　　

　　　　　　　　　ケアは必要との発言あり、今後は週４回来ますと話されている。他者との金銭の

やりとり、パチンコによる浪費はないとの事。

⇒今後、通所状況をみながら適に面談し、本人にとってのデイケアの必要性を確認していく。

· 田澤　勝敏様～昨日より右頬から耳下腺周囲の腫脹を確認。熱感や自覚の痛みはない。

　　　　　　　　　⇒青山荘と外来に情報提供ずみ。明日、受診時に主治医に相談とする。

· 浜飯　政昭様～先週末から糖尿病食から普通食に変更となっている。自分で盛り付ける事につい　　

て本人から「緊張して、ドギマギする」と訴えているが、自分で盛り付ける事が楽しい様子もある。本人から「多く盛り付けているようであれば注意してください。」と依頼もあり。

· 種本　サハ様～昨日、レストランで夕食を摂り、自宅に戻ってからも間食したとの事。今朝は満腹　　

感があり朝食を摂取せず来所している。　　

· 平　　康子様～毎日血圧測定し、1週間分の測定結果を外来カルテに記載する。　　　

· 宮　　陽子様～うみねこ幸房利用について本人から「まだデイケアに行きたい」と希望あり、引き　

続きデイケアで様子を観察していく。

　　　　　　　　　⇒適度に本人のデイケアでの様子を評価し青山荘に情報提供していく。

＜青山荘入所デイケア利用者様・事例検討＞

大久保　康弘（50）統合失調症　

～デイケアでの様子～

自主活動では、数学の参考書を眺めて過し、「若い人が多くて自分の年齢（50）では話題についていけない。」とスタッフに話している。選択プログラムの手工芸では、説明を聞かずに作業を進めてしまう事は見られているが、以前よりは改善されているとの事。

～金銭について～

兄に返却するお金で、書籍を購入し兄に注意されたとの事。又、他メンバーが皮細工作りの物品を注文する様子を見ていた為、皮細工作りの物品を注文する可能性がある。

⇒青山荘に情報提供を行なっていく。過去に病状が悪化した際、浪費傾向があった為、経過を観察して行く

～睡眠状態について～

7/20、外来受診にて夜間の中途覚醒と再入眠しにくさを訴え就床前薬が変更になっている。以後「良く眠れるようになりました。」とスタッフに話してきている。

⇒今後の気分高揚が見られたり、頻回に「眠れている」等の訴えがあるようであれば、青山荘・外来に情報提供を行なって行く。

袴田　淑子（59）統合失調症　

～デイケアでの目標～

長期目標

· 生活面での不安や分からないことをスタッフに相談できるように環境調整を行なう。

· 自発性を促し、自分から作業に取り組む姿勢を持てるように支援する。

短期目標

· 料理が上手になりたい。

· 通所に遅刻しない。

デイケアでの様子

プログラムについて

デイケアには遅めに来所する事が多い。プログラムには自発的に取り組む事は少なく、声掛けで参加している。本人は嫌いなプログラムはなく、空きカンボーリングが楽しいと話している。デイケアではみんなと楽しみたいとの事。

対人関係について

· 特定のメンバーとの交流はあるが、その他のメンバーとの交流はあまり見られていない。

· 自発的に他メンバー話し掛けることは少ない。

デイケアでの支援計画

· 自分から交流を持つ事が上手く出来ない為、スタッフがサポートを行う。

· こちらから多くコンタクトを取り、関係性を築く。

青山荘での様子について

自分から起床することはほとんどなく、スタッフの声掛けで起床し、デイケアへの通所の準備を行なっている。青山荘スタッフから本人へ目覚し時計を渡し早起きを促していたが、上手く活用できていない。

青山荘での目標

八戸市内在住の姉夫婦宅（入所前は本人が生活していた）がデイケアに近い事、通所も至便である事から社会資源は恵まれており、退所後もデイケア通所が容易な環境である。現在の状態を維持し地域生活に適応できるように支援を行なっていく。

ご家族様（本人の姉）の期待しているもの

1 自分で身の回りの事をできるようにして欲しい。

決められた時間に起きることができず、デイケアへ遅刻に通所する事が目立っている。また入浴もなかなかできていない。食事についても間食（お菓子）が多く摂っており、食事を摂らない事もある。

　⇒・スタッフに起こしてもらう事も検討している為、青山荘のＳＳＴに参加し「スタッフに起こし　　てもらうことが依頼できる」という内容のＳＳＴも導入を検討する。

・楽しみながら遅刻を防ぐ事ができるように、来所時間を記入できるカレンダー活用を検討する。

・デイケアに遅刻した場合にはその都度、振り返りを行い、遅刻した理由や今後の対策について本人と話し合う。

2 服薬の自己管理

食後の服薬も自室で行っている事が多く確認が困難となっている。

　⇒・過去に服薬せずニヤツキや易怒的になったり夜間の中途覚醒が見られていた事がある。病状の変化に注意し服薬状況を確認していく。

